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1. はじめに 

自主防災組織の結成は1995年の阪神淡路大震災以降

大きく進められたものの，自主防災組織の運営・活動に

おいて，高齢化や昼間の活動要員の不足，活動に対する

住民意識の不足，リーダー不足のほか会議や訓練の準

備活動に使う拠点の不足，活動のマンネリ化などの問

題がある．現状の自主防災組織の多くは，自治会や町内

会を通じて組織化されており，実際の災害時に組織と

して有効かつ十分に機能しているか課題が多い． 

本研究では，熊本地震後の自主防災組織の活動要因

や課題を整理し，自主防災組織の活動の活性化を目的

とする．研究対象は自主防災組織発足以降 17 年間にわ

たり活動している熊本市中央区黒髪校区第 4 町内自治

会自主防災クラブや平成 28年熊本地震を機に結成され

た益城町広安小学校区自主防災クラブとする． 

 

2. 結果と考察 

（1）黒髪 4 町内自主防災クラブ 

黒髪 4 町内自主防災クラブが行う活動を再整理し，

それぞれの活動の内容の関係性を明らかにするため，

黒髪校区第 4 町内自主防災クラブの一員として 2017

年 4 月より活動に参加し参与観察を行なった．黒髪校

区第 4 町内自主防災クラブの活動が活発である要因に

ついては，メンバーの方々へのヒアリング調査やアン

ケート調査が 2014 年に実施されている．これより得

られた結果から，黒髪地区第 4 町内自主防災クラブ会

員の 70 歳以上が 5 割を占めるなど非常に高齢であ

り，今後若い世代の住民や学生の加入手段，世代交代

が行われた後の活動が継続していくかといった課題が

挙げられていた． 

今回の参与観察を通じて，活発な活動を継続しなが

ら組織結成から 17年間若い世代や学生を取り込めなか

った背景や理由は，主に大学という大きな組織との関

わり方の難しさや大学生への自主防災クラブの認知度

の低さにあると考えられ，さらに，黒髪校区第 4 町内自

主防災クラブのメンバー内においては大学や学生との

関わりは必要としないと考える人も少なくはなかった． 

一方，黒髪校区第 4 町内自主防災クラブは 2016 年 4

月の熊本地震において，校区内の指定避難所にあたる

桜山中学校でのスムーズな避難所運営を行えたとして，

数多くの取材や視察を受けており，避難所運営に際し

て多くの学生ボランティアが力になったという意見も

あった．黒髪 4 町内自主防災クラブ訪問団体の推移を

以下の図-1 に示す．訪問団体は平成 24 年をピークに多

図-1 黒髪 4 町内自主防災クラブ訪問団体の推移 
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く存在していることがわかる．取材や視察を行なった

団体のその後の変化や黒髪第 4 町内の取り組みをどの

ように活動に反映しているのかを調査し明らかにする

ため，平成 30 年 11 月 16 日第 4 町内自主防災クラブ

会長宅にてヒアリング調査を行った． 

黒髪 4 町内自主防災クラブは，クラブ結成から約 12

年が経ち，組織の結束やメンバー間のコミュニケーシ

ョン，地域に対する防災意識が非常に高く，多くの訪問

団体が訪れてきた．クラブ会長へのヒアリング調査か

ら訪問団体の多くが自主防災組織の結成，及び活動内

容に関する勉強視察に訪れていることがわかった．そ

の後の波及効果や影響について明らかにするため，同

団体に熊本地震前後で 2 度の訪問があった県外組織に

今後詳細な調査を行う予定である． 

（2）広安小学校区自主防災クラブ 

益城町広安小学校区自主防災クラブは熊本地震の避

難所運営を機に平成 29 年 11 月に結成された．平成 30

年 1 月 28 日には第 1 回広安小学校区自主防災クラブ避

難所運営勉強会として，広安小学校区での避難所運営

の課題の整理や話し合いによる課題，次の災害に向け

て避難所運営のために自分たちができることの抽出・

整理した．この勉強会において抽出されたワードの KJ

法とテキストマイニングを行った． 

KJ 法の結果及びテキストデータマイニングの結果か

ら図-2 のような結果を得た．それぞれのワードの円の

大きさで出現回数を表し，色分けによるワードのネッ

トワーク構造のコミュニティを表す．また，比較的強く

お互いに結びついているものグループ分け・色分けす

るサブグラフ検出により，同じサブグラフに含まれる

ワードは実線で，互いに異なるサブグラフに含まれる

ワードは破線で結ばれている．さらに，次の災害に向け

た避難所運営のために自分たちができることについて

は表-1 のようにまとめられた． 

広安小学校区自主防災クラブは，クラブメンバーが

熊本地震の際の避難所運営経験者であり，避難所運営

へのイメージを具体的に所有していると考えられる．

勉強会からも避難所運営の課題についてワークショッ

プ手法を用いて客観的に整理し，詳細分析を行うこと

で今後の活動方針や見直し，避難所運営を経験してい

ない人々への参考になると考えられる． 

（3）県自主防災組織ネットワーク研修会 

熊本県は，県内の自主防災組織に所属している方

及び市町村職員等関係者を対象とし，熊本県自主防

災組織ネットワーク研修会を平成 30 年度行った．平

時の防災活動に行き詰まりを感じている自主防災組

織が，活動を活発に行なっている自主防災組織の発

表を聞き，自らの防災活動に役立て，研修会後の地域

での防災活動の活発化を図ること，さらに防災ゲー

ム等で交流することで，防災活動のノウハウや経験

等を共有できる機会とすることを主な目的としてい

る．研修会終了後に参加者へアンケート調査を実施

した．参加者は 107 名であり，アンケート回収率は

76.6％であった． 

アンケート結果からは，熊本県内の自主防災組織の

組織率が大きく高まったものの，具体的な活動や地域

全体として主体的に取り組んでいる組織が非常に少な

いという結果を得ることが出来た．実際の災害時に組

織として機能しないのではといった意見も多く挙げら

れ，地域に溶け込む組織作りや地域行事と併せた訓練

の実施など，出来ることから少しずつ取り組んでいく

ことが今後の目標であると考えられる． 
図-2 避難所運営の課題の整理 

表-1 次の災害に向けた取り組み 
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